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京セラケミカル株式会社
郡山工場

リスクコミュニケーション事例発表

２００７年１１月 ２日
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発表内容

２．２００６年度京セラ社会環境報告会開催概要

４．開催当日および開催後

５．反省点

３．開催準備概要

１．会社概要
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社 名 ： 京セラケミカル株式会社 （KYOCERA CHEMICAL Corporation）
本社所在地 ： 埼玉県川口市領家５－１４－２５
設 立 ： 1974 年 10 月 1 日

㈱東芝の化学材料事業部が分離独立して設立
2002年8月1日に株式交換により現商号に変更

資本金 ： 10,172 百万円
売上高 ： 単独 18,539 百万円、 連結 24,720 百万円 （2007年3月期）
従業員数 ： 単独 692 名、 連結 1,136 名 （2007年8月）

1. 化成品事業
2. 機能材料事業
3. 電子デバイス事業
4. 金型事業

主要事業

5. 成形品事業
6. コンポジット事業
7. シート事業
8. 機器事業

１．会社概要
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京セラケミカルの国内拠点 販売

製造

川崎工場
(化成品、機能材料、シート)

川口工場
(電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ材料、成形、金型、シート)

真岡工場
(コンポジット)

郡山工場
(電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ材料)

九州支店

関西支店

本社



3

5

京セラケミカルの海外拠点 販売・調達

製造
京セラケミカル

ヨーロッパ社

京セラケミカル
アメリカ社

京セラケミカル タイ社
(金型)

京セラケミカル シンガポール社
(電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ材料、化成品)

京瓷化学（無錫）有限公司
(化成品、電子ﾃﾞﾊﾞｲｽ材料)

京セラケミカル 香港社
(成形品)
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京セラケミカルの製品と市場

ｴﾈﾙｷﾞｰ
デジタル
家電

基幹
デバイス自動車

環境
医療

・太陽電池用
ﾍﾟｰｽﾄ

・導電性ﾍﾟｰｽﾄ

・耐熱絶縁材料

・LCDﾌｫﾄｽﾍﾟｰｻｰ

・ｵｰﾊﾞｰｺｰﾄ材料

・BGA用
封止材料

・白色LED
封止樹脂

・耐紫外線ﾍﾟｰｽﾄ

・ICタグ用ACP

・点火コイル用
注形ﾚｼﾞﾝ

・耐熱封止材

・HEV用ﾜﾆｽ

・低VOCワニス

・環境調和封止材

・MRIコイル用
注形レジン

BGA IG Coil HV Motor LED IC TagSolar CellLCD spacer Semiconductor PKG
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PC

携帯

自動車

車 (ドア)

デジタル 家電

ハニカムスピーカー

ハイエンドパッケージ

DVDピックアップ

航空機
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l 所在地 ：郡山市待池台２－１７
l 設立 ：１９９１年６月
l 面積 ： 敷地 ６６，０００平方メートル

延床 １７，８４６平方メートル
l 従業員数 ： １２４名(正規・パート・派遣)
l 生産体制 ： ３班３交替・４班３交替
l 製品 ： 半導体封止用エポキシ成型材料

郡山工場 概要
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郡山工場外観図
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郡山工場の製品

用途例：BGAパッケージ

半導体封止用エポキシ成形材料

環境調和型製品の商品化
・ハロゲンフリー封止材

製品：エポキシ封止材 用途例：PC用メモリ
半導体の高集積化と表面実装技術の高度化に対応
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ⅱ．京セラグループ案内ビデオ

ⅳ．京セラケミカル会社概要

ⅴ．京セラケミカル郡山工場 経済・社会・環境報告

ⅲ．京セラグループ 経済・社会・環境報告

ⅰ．代表者挨拶及び出席者紹介

２．２００６年度京セラ社会環境報告会開催概要

ⅵ．工場見学

ⅶ．懇談会

ⅷ．閉会の挨拶
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工場概要説明
環境への取組み説明

電気・燃料・水使用量の削減
温室効果ガス排出量の削減
産業廃棄物排出量の削減
改善事例：蒸気量改善、電力削減

地域社会への貢献

ⅴ．京セラケミカル郡山工場 経済・社会・環境報告
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郡山工場 位置

西部第二工業団地
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郡山工場 インプット・アウトプット

 t

セメント原料、燃料

エネルギー消費
大気放出

調整池→逢瀬川→
阿武隈川→仙台湾

製品

産業廃棄物

温室効果ｶﾞｽ

水(冷却水、生活排水) 40,308

OUTPUT (2006年度)

5,714  t-CO2

5,070  t

388  t

電力 5.42  百万KWh

燃料 330  KL

INPUT (2006年度)

原材料 5,527  t

水 40,308  t
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燃料使用量削減実績及び目標燃料使用量削減実績及び目標

64.00
65.00
66.00
67.00
68.00
69.00
70.00
71.00
72.00
73.00

2003 2004 2005 2006 2007

燃料(灯油)使用量原単位 (L/百万円)

71.6
72.2

69.8

68.4

0 .8%増

3.3%削減

5 .0%削減

70.2

0.6%増
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20KL/年間灯油削減量

吸収式冷凍機吸収式冷凍機((空調用冷水発生装置空調用冷水発生装置))のの
稼動状況に合わせ、変更した稼動状況に合わせ、変更した

年間ＣＯ年間ＣＯ２２削減量削減量

７５．８７５．８ トン－ＣＯトン－ＣＯ２２

ボイラー蒸気圧設定変更ボイラー蒸気圧設定変更

時　　　期 ボイラー運転蒸気圧

７月２０日頃～８月末頃 0.5MPa～0.8MPa

上記以外の時期 0.4MPa～0.6MPa

改善事例
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温室効果ガス削減実績及び目標温室効果ガス削減実績及び目標

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

2003 2004 2005 2006 2007

温室効果ガス発生量 (t-co2)

5,690 5,525
4,862

4,246

12.0%削減
2.9%削減

21.0%削減5394

10.9%増
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改善予定事例

36,000KWh/年間電力消費量削減量

複数設備の冷却水を要求する温度に分け複数設備の冷却水を要求する温度に分け
て冷却設備をて冷却設備を増設増設、、統合統合及び再設置及び再設置

年間ＣＯ年間ＣＯ２２削減量削減量

７５．８７５．８ トン－ＣＯトン－ＣＯ２２

冷却水供給設備の増設冷却水供給設備の増設

20,000m3/年間水使用量削減量

＋

新規冷却設備導入新規冷却設備導入
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産業廃棄物削減実績及び目標産業廃棄物削減実績及び目標

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

2003 2004 2005 2006 2007

産業廃棄物排出量原単位 (kg/百万円)

115.5

88.7
82 .9 76.8

6.5%削減
23.2%削減

1 3.0 %削減

89.1

7.5%増
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規格外製品等 廃棄中間製品

廃 液

産業廃棄物

産業廃棄物のマテリアルリサイクル及びサーマルリサイクルで、
2003年度にゼロエミッションを達成し、継続しており、マテリアル
リサイクル率の向上に取り組んでいます。

路盤材

セメント

マテリアル
リサイクル

燃料化

サーマル

リサイクル

廃プラスチック

マテリアルリサイクル率

昨年度 96.2％
今年度 97.0％(目標)
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社会性

社会・環境報告会

【2005年8月10日】

区分 出席者数
官庁関係者 ８名
学校・病院 ２名
地域住民 １名

工業団地会 ４名
取引先 １名

報道機関 ２名
合　　計 １８名

工業団地会の行事参加

■ 夏祭り

■ 公園清掃

■ ソフトボール大会

地域社会での活動

■ 歳末助け合い運動

■ 各種義援金等参加

■ 道路清掃

22

２００６年度環境報告状況



12

23

ⅵ．工場見学

工場見学状況 製品説明

24

ⅶ．懇談会
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３．開催準備概要

月
日付 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 11 12 1 3 14 15 1 6 17 18 1 9 20 21 2 2 23 24 2 5 2 6 27 2 8 2 9 30 3 1 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 11 12 1 3 14 15 1 6 17 18 1 9 20 21 2 2 23 24 2 5 26 27 2 8 2 9 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1 0 1 1 12 1 3 1 4 15 16 1 7 18 19 2 0 21 22 2 3 24
曜日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火

設営

納期

回答 設営

リスト

入力

説明会 最終確認

１　　０　　月

ビ
ア

パ
ー
テ

ィ
ー

お願い

注文 フォロー

本社へ貸し出し要求 確認

案作成

８　　　月

レイアウト

環
境
Ｉ

Ｓ
Ｏ
サ

ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

業者選定

実施

招待状回収 伊藤
計画

実施

京
セ
ラ
本
社
に
よ
る
環
境
安
全
査
察

招待者へのお 願い挨拶
腰丸
伊藤

計画

実施

プレス発表(投げ込み)

発表資料作成 伊藤
計画

腰丸
伊藤

計画

実施

見積もり期間 業者発注 打合せ

実施

開催日決定 伊藤
計画

実施

パンフレット、記念品準備 伊藤
計画

計画
実施

実施
購入品発注

役割分担 伊藤
計画

実施

リ
ハ

ー
サ
ル

実施

平
成
１
８

年
度
京
セ
ラ
社
会
環
境
報
告
会
　

京
セ
ラ
ケ
ミ

カ
ル
㈱
郡
山
工
場

計画

№ 備　　考担当者工程名称
９　　　月

京
セ
ラ
ケ
ミ
カ

ル
運
動
会

注文数量等検討

会場準備 伊藤
計画

実施

伊藤
計画

展示物の貸し出し
伊藤

岸(本社)

計画

実施

ⅰ．開催準備工程表作成

ⅱ．開催日決定

郡山市 開発課へ相談
市議会、県議会及び勉強会等の情報を入手
工場として最良の日を決定

26

ⅲ．招待者リストの 作成

地元議員 県議、市議

行政 福島県、郡山市

労働基準監督署、職業安定署、警察署、消防署

学校 地域の高校、中学の代表者

商工会 商工会役員

地先住民 自治会長

地元企業 工業団地の会、役員

取引先 主要協力会社

病院 提携病院役員

ⅳ．準備する物と担当者リストの 作成

発表原稿、ビデオ
パンフレット等配布物、記念品
会場関係(演台、音響設備、飲食物、展示物等)
招待状、お礼状、座席表、名札、案内看板
工場見学にて使用する防塵着、帽子、靴
役割分担と当日の詳細スケジュール
ビデオ、カメラ、記録員
その他
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ⅵ．会場レイアウトの決定と催事業者との打合せ

会場レイアウト図面の作成
借りる物リストの作成
催事業者の選定、打合せ

ⅴ．実行委員会立ち上げ ５０日前頃

ⅶ．招待者への案内及び出欠確認 １ヶ月前頃

ⅷ．当日の役割分担、スケジュール決定及び打合せ ３週間前頃

実行委員会は４名
準備工程のフォローは実行委員会にて実施

ⅸ．報道機関への開催案内 １０日前

ⅹ．準備する物が全てが確認される ７日前

各担当により当日必要なものを準備する

28

４．開催日当日及び開催後

時刻 項目 発表者 内容

9:30～
出迎え 正門、駐車案内、受付、誘導各係打合せ通り

招待者接待 到着した招待者と時間まで雑談、名刺交換等

10:00 開会 司会者

10:01 出席者紹介 司会者

10:03 ～ 10:08 代表者挨拶 ○○常務 来社への謝辞･開会の目的

10:08 ～ 10:20 会社案内ビデオ ビデオ 2006年度バージョン

10:20 ～ 10:50 京セラグループ ○○工場長 経営理念･京セラフィロソフィおよび経済・社会･環境活
動全般について経済･社会･環境報告

10:50 ～ 10:55 休憩

10:55 ～ 11:20 京セラケミカル ○○ 京セラケミカルの事業内容説明及び郡山工場における
活動内容経済･社会･環境報告

11:20 ～ 11:50 工場見学

11:50 ～ 12:10 懇談会 質疑応答

12:10 閉会の挨拶 ○○事業部長

12:15 閉会 司会者

12:15 見送り 全員で見送り

ⅰ．開催日予定表

13:00～会場片付け、終了後反省会
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ⅱ．開催日翌日以降

・翌日 お礼状を持参し、再度アンケートの記入返送をお願いする

・アンケートが集まったら集計する部門へまとめて送付

・社内レポートの作成

・県への報告
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今後とも京セラケミカル株式会社郡山
工場の経済・社会・環境活動に対しま
して、ご指導、ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。

長時間にわたり、ご清聴を賜り、誠に
ありがとうございました。


